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★　技　術　の　出　前　致　し　ま　す　★

会
報

第２号
1998.6.15

　司会　今日は、これまでの技ボラの活動
の作品の目玉でもある、簡易環境制御装置
について、その製作者であるyossyさん、る
きさん、そして簡易制御装置の試用者であ
り、ユーザーでもあることぶきさんに、集
まっていただき開発にまつわるエピソード
などを聞かせてもらいたいと思います。
　まず簡易環境制御装置をつくりはじめた
最初の動機、コンセプトなどについて話し
てもらえますか。

■A-ECSの反省点から

　yossy　95年に技ボラとして活動を始めた
頃、私が箱根病院で開発に加わっていた環
境制御装置（A-ECS=Ajustable Environme　
ntal Control System）はもう動いていました
（A-ECSについては、技ボラ会報第１号、
『開発ノートから』をご覧ください）。で

もA-ECSはかなり大きなものになったし、
お値段も高くなる、簡単に４台、５台とつ
くれない。それにパソコンをつなぐことを
前提につくってましたから、操作が難しい
といった欠点も見えてきたんですね。
　そんな頃、ことぶきさんから言われて考
え始めたのが簡易型ECS（以下、K-ECSと略
す）だったんですね。

■いつも元気なことぶきさんが…

ことぶき　僕はyossyさんたちがECSをつく
るの見ていて、大変なのが分かってました
。だから、あれと同じ物を作ってくれって
いうのは、決して言えない。それで「ベッ
ドの上下だけでいいから～作れる？」って
いう感じでお願いしたんです。
yossy　ことぶきさんを初め見た時、電動車
イスでいつも走り回っていて、"元気なこと
ぶきさん"のイメージがあったんです。とこ
ろが、少し体調崩して、ベッドから動けな
くなった時、会話はできるんですけど、ベ
ッドの上で動かせるのはナースコールのス
イッチしかないんですよね。ベッドの上げ
下げも自分ではできない。それで認識を新
たにしたのがK-ECS開発のきっかけかな。
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最初はコンセプトがまとまらなくて。
10時間中、８時間は前のアイデアを否定していた

　司会　最初から、ベッドの上げ下げだけ

に機能を絞ろうっていう感じだったんです

か。

■「BASIC Stamp」が起爆剤
　yossy　いや、最初は、なかなかコンセプ

トがまとまらなかったんだよね。

　るき　あの時、95年６月頃に、「BASIC 

Stamp」っていう名前で、プログラム組み込

み可能なワンチップ・マイコンの製品を見

つけて、使ってみていたんです。その後、

10月頃になってyossyさんから、K-ECSの話

があって。それだったら、BASIC Stampを

使ってできそうだなと思ったんです。

　yossy　そう、それが起爆剤だったんだ。

最初、とにかく、小さく、安くしたいとい

うのがあったけど、素材が見当たらなくて

ね。

　るき　それからいろいろ試行錯誤があっ

て、実際に使い出したのは、96年の春くら

いでしたね。

　ことぶき　最初にできたのは、お弁当箱

のタッパーのケースに入ったやつ。

　るき　最初、できたK-ECSは、yossyさん

に入出力部分をつくってもらい、私がモー

ルスの解析部分を分担しました。その後、

それだと量産には向かないんで、もう一

回、仕様を共通部品を使ったものにして、

いわば１．５号機というべきものをyossyさ

んが制作してくれました。それが今、こと

ぶきさんが使っているやつで、操作性は初

期版とほとんど同じになってます。

　司会　簡易型の環境制御装置というの

は、同じようなもので製品化されたものは

ないんですか。

　るき　環境制御装置自体は、皆無ではな

いんですけども、いろいろ付加価値がつい

ちゃって50万円くらい。ベッドだけを動か

すっていうのは、ないですね。

　司会　いまyossyさん言われてた、病院内

での生活の質の向上ってことですけど、

ベッドの上げ下げだけでも、大きな改善に

なる、と。その辺は、ことぶきさん、使っ

てみてどうでしたか？

　ことぶき　今までほんとに、K-ECSがない

時には、ベッドの頭の上下は、必ず人頼み

だったんですね。看護婦さんであったり、

手の効く患者さんだったり、その人が来る

まで待ってなくてはいけないというストレ

スがあります。

　たとえば病室に、お客さんが来た時に顔

が見えないんですね。「こんにちは」って

来た時に、聞いた声だなって思ってベッド

から起き上がるってのは、すごく自然なこ

とですよね。それができないと、お客さん

が来るのを前から待っていたりしなくては

ならいから、やはりストレスが溜まってく

る。

　ベッドを動かして、頭をちょっと上げた

り下げたりするだけでも、見える範囲がか

なり違う。見る、見えるものが変わるだけ

でも、かなり環境的には良くなると思いま

すね。

　ベッドの上しか見えなかったら、いつも

天井ばかり見ていなくちゃならないわけで

すし(笑い)。

　yossy　K-ECSをつくって思ったのは、頭

の上下だけでもものすごく喜ばれるという

ことですね。患者さんの生活を考えると、

ベッドの環境というのは、電動車イスと同

じくらい大切なんですね。

■モールス入力やってみたかった
　るき　K-ECSについて、入力方法でいう

と、モールス入力というのを技術的にやっ

てみたかった、というのがあります。

　別の装置なんですけど、「モールス・

キーボード」っていう、モールス信号を

使ってキーボードを操作する装置があるん

です。その関連の装置を作ったことがあっ
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ベッドから頭を上げるのは、すごく自然な動作で
すよね。それができないと、やはりストレスに…

ことぶきさん使用のスイッチ

スはあんまり人気はないんですよ。(笑)

お年寄りには難しいとか、若い人でも、指

がちゃんと動かないと、操作しにくい。

　yossy　私も最初は、みんなモールス入力

で十分、使えるだろうと思ったんですが、

実際は、モールスできる人は限られるとい

う話を聞いてるんで。今、取り組んでるK-

ECSの新版は、シフト方式、スキャン方式の

入力にして制作している段階なんです。

　司会　制作がはじまってから、動くまで

半年ぐらいはいろいろやり取りしながら、

煮詰めたことになりますが、その経過は？

　るき　期間的にかかっていても、実際に

作業できたのは通すと5日間ぐらいしかない

と思うんです。トータルで言えば。一台目

というのは試行錯誤というか、まぁ、１０

時間考えた内の８時間は前の考えを否定す

る事に費やしているんで。(笑)

　だからたぶん２台目からは１週間ででき

ると思うんです。

　司会　練り上げて行く時に、失敗という

か、苦労した点は？

■現場と技術者では見る世界が違う
　yossy　それはK-ECSに限らず、いわゆる

福祉機器すべて同じだと思うんです。実際

に使っている方、その病院のスタッフの

方、あと実際に作る我々技術者、その３者

が見る世界が、全然違うんですよ。

　yossy　だから自分が使うものは簡単なん

だけども、やはり自分と全然違う世界、病

院の中で、機械の仕様を煮詰めていくのが

一番やっぱり難しい。だれも教えてくれな

いわけだし。自分としてはこうだと思って

も、いざ作ってみるとまったく違ってる。

そこが一番、時間と手間がかかる。

　るき　それは、まったく同感です。K-ECS

にしても、技術的には全然難しくない機器

て、ことぶきさん手先が器用なんで、モー

ルス使えるんじゃないかと考えたんです。

　ことぶき　それまで僕が使ってきたス

イッチ類は、ナースコールが主だったんで

すけど、作業療法室で作ってもらったのが

多いんですね。それはテコとか、昔からの

機械的な仕組みで、自分が出せる力を利用

してスイッチを入れるものでした。K-ECSの

スイッチはハイテクで制御していて、自分

の力を使わないでも、電子的にスイッチが

入る。実際、使い始めたときは、こういう

のがあるんだなぁって、感心しました。

　それに、僕の手の力を考えて、ＯＴ（作

業療法士）さんなんかは、スイッチを軽く

してるから、誤動作が多かったんです。そ

れまでのスイッチ類は、病院のスタッフが

間違って触ったりしてね。モールスで、

ツー・トン・トンと長い音と短い音を入れ

るのは意識してやらないと、入力できませ

んので、そういう誤動作がなくなる。

　るき　でも実際つくってみると、モール
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なんですけど、それが実際に、病院の中で

受け入れてもらえて、使い物になるかは、

やってみないと分からない。異文化との遭

遇ってところが、やっぱり…。

 一同　(笑)

 るき　あと技術者がこうしたいと口で説明

しても、相手に技術的な土壌がないわけで、

実際に現物を見て、あ、やっぱり使いにく

いっていう事が多いですね。そこは、yossy

さんがよく言う三現主義(現場で・現物を見

て・現実的に)でやってかないとうまく行か

ない。

　幸い、ことぶきさんは

会話でコミュニケーショ

ンできるし、パソコンも

詳しいんで助かったけど

も、もし気管切開の方だ

ったら、意図がなかなか

汲み取れない。そこが難

しいんですよね。

　司会　ことぶきさん、

使う側から、実現するま

での試行錯誤は、実際体

験していてどうでした？

 ことぶき　ええ、僕は、

いっしょに見てるだけで

も好きなもんで、なんか

一緒に作ったような気に

なって、喜んでるんですけど。

　ニフティのホームパーティを使って、る

きさん、yossyさんたちと、「モールスどぉ

お？」、「うん、やってみようかなぁ」と

か、ゆっくりゆっくり煮詰めていった感じ

でしたね。

■職場のやり方とは違う？
　司会　その辺のやり方は、るきさんたち、

技術者での現場のお仕事のやり方とは違い

ますか。

 るき　普段、会社では、50から100の間で

こういうの作れって仕様を決められて開発

するわけです。こっちの場合は、例えば出

力が何個必要かっていう仕様を、自分で決

めなくちゃならない。

　単純な話、50チャンネルもあれば、何も

問題ないんでしょうが、最小限、いくつに

絞れるのか。２チャンネルでも足りるのか

。その辺、決めるのが難しい。

 yossy　k-ecsでは、できるだけ拡張してい

く余地は残さない｡そこはばっさり切っちゃ

おうって考え方でやってますね。小さくて

コスト的に有利に、と言う事を一番の売り

物にしたわけですから。

 司会　作成過程でのネットワークのやり取

りはどうでした？

 るき　当時は、ニフティの「ホームパーテ

ィ」というのを使って、yossyさん、ことぶ

きさん、私の３人だけじゃなく、会員みん

最小限の機能をしぼるのがむずかしい。

　　　やり取りはネットワーク＋定例会で

立派なケースに入った現在のＫ-ＥＣＳ（後ろ面）
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なが意見を書き込んで、煮詰めたという感

じかな。

 でも実際は、箱根病院にもちよって、とい

う作業が中心ですね。

■２人同じことやってて…納得
 yossy　やっぱりね、なかなか通信の世界

だけでは、ニュアンスは伝わらないし。そ

れぞれ準備といて、定例会で集まって試し

てみるって感じで。

 だからすごい時間かかっちゃうんだよね。

 るき　同じとこ、二人でやってたりね。

 yossy　でも、そこら辺が面白くてね。る

きさんとは、やり方がまるっきり違うわけ

です。なるほど、こういう手もあったのか

って。お互いに良いとこは頂いたり、足し

て割ったらちょうど良かったり。

　たとえば、K-ECSでも、PC（プログラマ

ブルコントローラ）とワンチップマイコン

と言う違う素材を使ってながら、まるっき

り同じやり方をしてたっていう場面があり

ましたね。最初の段階ぶつかった問題で、

モールス方式からシフト方式に変更すると

き、スイッチとしての出力とその出力を選

択するランプの出力が必要になるのですが

、お互いが使ってる素材の出力点数が足り

なかった。しょうがないからって、私は切

り替え装置で、ランプと出力とを切り替え

るように、作った。その時は、実はるきさ

んに、もっと良い方法があるんじゃないか

と、期待してたんです。

　そしたら、るきさんもまるっきり同じや

り方をやってた。ただ、素材は全然違うワ

ンチップマイコンを使うって形でね。

　やっぱりそれしかないのかなぁっていう

ような、妙に納得しちゃった。

 まぁ、技ボラも、その辺の面白さがあるか

ら、やめられないんでしょう。(笑)

　（以下、次号へつづきます）

 意思伝達装置の入力効率の話ＡＡＣ

機器ユーザーの文字の使用頻度につい

て調べています。なぜ文字の使用頻度

を調べているのかって疑問に思われる

方もいらっしゃいますか？実際のＡＡ

Ｃ機器ユーザーの文章を今ある５０音

表を基礎にした意思伝達装置の文字盤

を使うより効率良く入力したいから。

　正確にスイッチ操作ができれば、ス

キャンスピードを速くすれば単位時間

に入力できる文字数は増えます。でも

筋萎縮性側索硬化症のような進行性に

限りなく力が弱くなっていく疾患では

タイミングを合わせてスイッチを正確

に操作するのは至難の業なのです。タ

イミングがずれて誤入力をして、直そ

うとしてまた違うキーを選んでしまう

。重度身体障害者用の機器のはずの意

思伝達装置が、障害が重度になるにつ

れてとても使いにくいものになってい

ってしまうのです。だから少しでも入

力効率の良い文字盤・使いやすい文字

盤をke:nxやWiViKで作れたらと思いま

す。

　１年ほど前に小川春樹さん（Ｎｉｆ

ｔｙのハンドルネームです）に文章中

の使用文字数をカウントするプログラ

ムを作っていただきました。それまで

は極めて原始的な方法で文字に丸をつ

けながら「１，２，３，４，・・・」

と数えていましたので、カウント作業

が飛躍的に速く楽になりました。技術

ボランティアの皆さんの技術は、障害

を持ったユーザーに直接役立つ他に、

支援のための基礎資料の分析等にも役

立っています。　　　　

                         　あづさ(BYI07434)

茶摘み通信
（技ボラの活動拠点の病院から）
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　使いやすいスイッチってどんな物です

か？　と良く聞かれることがある。まわり

を見渡すとスイッチだらけの今日、何かを

行う際に必ずON OFFを選択しなくてはな

らない。今ではスイッチの種類も沢山ある

のだが、進行性の疾患を持つわたしには、

年々使いづらい

ものになって行

くようだ。

　ずいぶん前の

話しになってし

まうが、入院し

た日のこと。備

え付けのナース

コールが押せな

い。院内最強使

用頻度のスイッ

チである。右も

左もまだ分から

ないと言うのに

看護婦さんを呼

んで用事も頼め

ない。悲惨だ。

　夕方になって担当だと言うＯＴが病室に

やってきて、話しをしながら、備え付けの

ナースコールに加工をし始めた。どの指に

一番力が入る？なんて聞きながら数時間で

左人差し指に装着するものを、その場で製

作してくれた。

　これで安心して夜も休める。この時に初

めてＯＴと言う職種を知る。何かの手段を

使い、無から有に方向が変えられること

を、目の当たりに見る。

　それから数カ月、電動車椅子に乗ること

になる。院内エレベーターのボタンに手が

届かない。電動に乗ってもこのままでは、

行動範囲が広げられないと感じた。

　その時点で有る程度の筋力、50g～30g

リーチャ（L金具付棒）が持てたわたしは、

ＯＴ仕込みのローテクと柔軟な考え方で、

色々なスイッチに挑戦しながら行動範囲を

広げて行く。エレベーターは、もとより

ルームランプ、電話機、キーボード、パソ

コンの周辺機器に至る物まで数年の間、

ローテクで何とかクリアして行った。しか

し筋力の衰えとともにスイッチの切り換え

が次第に大変になって来たことも、事実

だった。

　その頃には、ナースコールもＯＴ作３台

目でマイクロスイッチを使っていました。

しかしスイッチが軽すぎて誤作動が度々お

こる、そんな

時。技術ボラ

ンティアの名

もまだ無い頃

のyossyさん

と通信上から

の出会いが始

まり、ハイテ

クを使うこと

でスイッチ等

も制御出来る

ことを知る。

今までに無い

新しい風に吹

かれ、目から

鱗が飛び去る

気持ちでし

た。

　Ｋ－ｅｃｓのスイッチにモールス入力

（ツートン方式）指で挟むように入力する

システムが採用された。左右の手でも使う

ことができ、軽いマイクロスイッチだが、

モールス入力の為誤作動が少なくなった。

もちろんセッティングも簡単にできるよう

になっている。

　現在わたしの状態では、ほぼ満点に近い

のスイッチであるが、病気の進行によっ

て、この先どのような入力方法が開発され

使われて行くのだろうか？とても楽しみで

ある。          　            　    ○/
          　　　　                 　　　_VI/　

              　   ／ｏ◎～
JAD02174@niftyserve.or.jp～風祭～ことぶき

画廊http://www.might-co.com/kotobuki.html
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